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大竹伸朗『焼憶展』
会期 ： 2013年2月9日（土）－ 6月9日（日）
会場 ： INAXライブミュージアム「世界のタイル博物館」企画展示室

本展で大竹氏は、タイルへの焼き付け（プリント）による表現に挑戦。大竹氏
のコラージュ作品や、常滑の街のディテールを写した写真を正方形のタイル
に焼き付け、それらのタイルをさらにコラージュし、立体作品が制作されまし
た。作品の中にはすでに本来の役割を終えたやきもの製品の試作品も素材
として用いられ、そうしてできた作品は、大竹氏のうちに秘められた「記憶」
や、素材として用いた「もの」たちのなかにある｢記憶｣を浮かび上がらせるも
のとなりました。 （「INAXライブミュージアム」プレスリリースより引用）

取材・文：武部敬俊（LIVERARY）
撮影：対馬一宏（TONE TONE）
撮影協力：東窯工業株式会社

大竹伸朗と常滑①

焼
憶
と
、

大竹伸朗と常滑  ー「焼憶」の記憶

大竹伸朗と、

常滑と、

ー 当時のINAX（現・LIXIL）と大竹さ

んの関係が始まったのは、2007年の直

島での作品「直島銭湯Ｉ♡湯」がきっか

けだったんですよね？

後藤泰男（INAXライブミュージアム主任学芸員）：

直島のアートプロジェクト全体を主催し

ているベネッセホールディングスさんか

ら、当時のINAX岡山営業所に「銭湯のタ

イルを焼けないか」っていう話をもらっ

て、大竹さんが「Ｉ♡湯」で使用する銭湯

の壁画タイルを弊社が提供したことが

交流の始まりでした。

尾之内明美（INAXライブミュージアム館長）：

大竹さんは、それまでの作品作りの中で

は、やきものは使われてきていなかったと

思いますが、当時常滑に来ていただいた

のがきっかけとなって、やきものに可能性

を見出していただいたのでしょうか？

大竹：そうですね。かなり前からやきも

のに強い興味があって土を成形して焼

いたりタイルに絵付けしたりとかを経験

したい思いが長年ありました。タイルに

一気に興味持ち始めたもんね。

後藤：最初、大竹さんが蛍光色の絵を持っ

てこられたんです。この絵をタイルに焼

いて欲しいって言われて。でも、蛍光色

を出すためには鉛の釉薬を使わないと

いけなかったんですが、環境問題的に鉛

は使えなくなってまして。

大竹：タイルの釉薬に鉛を入れるとすっ

ごいきれいな色が出るんだよね。でも

1970年頃から公害が一気に社会問題に

なってきて、鉛の使用が出来なくなって

しまって。銭湯で使うタイル絵のイメー

ジが、どうしても派手な色のイメージ

だったんだけど、でもそれができないっ

ていうことがわかって、じゃあどうしよ

う？となった時に、館内のトイレに使っ

てあった青色の「呉須」※っていう絵付の

顔料を見せてもらって。その色が気に

入って、これだったら問題ないっていう

から、青一色で描いた。

後藤：でも、その焼き付けの工程の時に、

窯の中で事故があったんですよ。

大竹：ああ、そうそう。窯の温度が途中で

上がらなくて止まってしまって……。

後藤：あの時はもう、僕ら大竹さんに話

しかけるのすら怖かったですもん（笑）。

大竹：最悪の場合、全てのタイル絵を描

き直さなくては……ってところだったん

だけど、窯から出してみたら結局きれい

に焼けていて。

後藤：その奇跡的な体験を、当時大竹さん

は「常滑磁場」って言ってたんですよね。

ー 大竹さんにとって、常滑に「磁場」を

感じる出来事は他にもありましたか？

大竹：常滑に来た時、「やきもの散歩道

（※1）」とか何度か歩いたけど、やっぱり

歩くと地面の起伏とか、地形ってものを

感じられて。常滑のまち中にある「登窯

（※2）」という窯はここの地形だからこそ

のものだし、常滑の土地は、やきものを

作るのに適した土で、昔から「やきもの

の磁場」だったんだろうけど。でも、最初

に常滑の土がやきものに合ってるって気

づいた人って何で気づいただろう？って

想像すると面白いよね。初めてウニを食

べようと思った人とか、最初に洞窟に絵

を描いた人とか、一番最初に笑った人っ

て何を見て笑ったんだろう？とか、散歩道歩

きながらそんなことを考えていました（笑）。

誤解を恐れずに常滑の好きな点をあげれば

「ちょうどいい塩梅に寂れているところ」で

す。中途半端に今風なものを取り入れて若者

のニーズを探りつつ、すぐに“全国区”といっ

た言葉を引き合いに出す地方都市が一番つ

まらないし中途半端に感じる。「やきもの散歩

道」でリタイアした老夫婦とたまに会釈しな

がらすれ違ったり、道脇にグッとくるやきもの

が誰にも盗まれないまま放置されていたりと

か、そういったことは直接的に金銭には繋が

らないけどずっと記憶に残る。“寂れ方”の作

法といった世界があって、その大半は貧乏く

さく寂れていくのですが、常滑の寂れ方には

品があってこれは計算して生まれるものじゃ

ない。常滑は個人的には“いい塩梅”をいつも

感じます。

ー その後、『焼憶展』がINAXライブミュー

ジアムで開催されることになったのは、どう

いう経緯で？

後藤：最初、「大竹さんに弊社の新作トイレ

の審査員をしてください」ってご依頼をし

たんです。でも大竹さんは「審査員はでき

ない」というお話になって。そこから「じゃ

あ、トイレ作ろうか」っていう話に発展して

常滑に来ていただいて、そこからいろいろ

話を進めていって、「じゃあ展覧会やりま

しょう」って話になったんですよ。

ー INAX的にはまさかの嬉しい展開ですね！

後藤：そうなんですよ（笑）。

大竹：で、やっぱり展覧会をやるとなると、た

だタイルに絵を描いて並べるといった安直

な展示はやりたくなくて。だから、やきもの

でまだ誰もやったことがないようなことをや

らないと意味がないんじゃないのかなって

考えて。そういう考え方は現代美術っぽいの

かもしれない。

ー 「焼きもの」の「焼」に「記憶」の「憶」と書

いて『焼憶展』というタイトルで、まさに大竹

さんらしい、ネーミングセンスが光ったいい

タイトルだな～と思ったんですが、これはた

またまぴったりな言葉を思いついたってこ

とですか？

後藤：大竹さんが自販機の前でしばらく一人

でずっと考え込まれていた姿を思い出しま

す。すごい時間をかけて、あの時ふと『焼憶』

という言葉が出てきたんですよね。

大竹：やっぱり意識して考え始めるとなかな

か（言葉は）出ないんだけどね。でも、ふと「焼

きもの」って「記憶に焼き付けたもの」とも言

えるんじゃないかと。そこから一気に。

ー『焼憶展』に関しては、先に展示が決

まっていて、途中でタイトルが思いついたっ

ていうことでしたが、他の展示の場合は後か

らタイトルを決めた感じですか？例えば、ビ

ルの作品を多数展示した『ビル景』とか。

大竹：『ビル景』は、作品を制作していた時期

まで遡ると俺が22、23歳の時なんだけど。そ

の時は「ビルをテーマに描いたら面白いん

じゃないか」とかって全然考えてないわけで。

40年くらい経って、結構ビル描いてるな～み

たいなところから、自分の作ってきたビルを

テーマにした作品の流れが見えてきて、それ

を展示した形。
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※呉須＝染付の絵を描くのに用いるコバルト顔料の
　こと。焼成すると、コバルトブルーに発色する。

古くからやきものの産地として知られ、INAXライブミュージアムが館を構える地・常滑。今特集

では、このまちが持つ不思議な魅力について改めて見つめ直すべく、さまざまなスタイルで文化

的な活動を行う人々にお話を伺いました。まずは、日本を代表するアーティストの一人、大竹伸

朗さん。2007年、初めて常滑のまちを散策した際、この地域特有の“磁場”を感じたという大竹さ

ん。2021年夏、大竹さんのお気に入りスポットであり、INAXライブミュージアムからすぐ近くに

ある、東窯工業敷地内にて取材撮影を敢行。常滑のことから自身の活動について、今考えている

ことなど（掲載しきれないくらい）大いに語っていただきました。 C取材撮影日 ： 2021年8月31日
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ー 当時のINAX（現・LIXIL）と大竹さ

んの関係が始まったのは、2007年の直

島での作品「直島銭湯Ｉ♡湯」がきっか

けだったんですよね？

後藤泰男（INAXライブミュージアム主任学芸員）：

直島のアートプロジェクト全体を主催し

ているベネッセホールディングスさんか

ら、当時のINAX岡山営業所に「銭湯のタ

イルを焼けないか」っていう話をもらっ

て、大竹さんが「Ｉ♡湯」で使用する銭湯

の壁画タイルを弊社が提供したことが

交流の始まりでした。

尾之内明美（INAXライブミュージアム館長）：

大竹さんは、それまでの作品作りの中で

は、やきものは使われてきていなかったと

思いますが、当時常滑に来ていただいた

のがきっかけとなって、やきものに可能性

を見出していただいたのでしょうか？

大竹：そうですね。かなり前からやきも

のに強い興味があって土を成形して焼

いたりタイルに絵付けしたりとかを経験

したい思いが長年ありました。タイルに

一気に興味持ち始めたもんね。

後藤：最初、大竹さんが蛍光色の絵を持っ

てこられたんです。この絵をタイルに焼

いて欲しいって言われて。でも、蛍光色

を出すためには鉛の釉薬を使わないと

いけなかったんですが、環境問題的に鉛

は使えなくなってまして。

大竹：タイルの釉薬に鉛を入れるとすっ

ごいきれいな色が出るんだよね。でも

1970年頃から公害が一気に社会問題に

なってきて、鉛の使用が出来なくなって

しまって。銭湯で使うタイル絵のイメー

ジが、どうしても派手な色のイメージ

だったんだけど、でもそれができないっ

ていうことがわかって、じゃあどうしよ

う？となった時に、館内のトイレに使っ

てあった青色の「呉須」※っていう絵付の

顔料を見せてもらって。その色が気に

入って、これだったら問題ないっていう

から、青一色で描いた。

後藤：でも、その焼き付けの工程の時に、

窯の中で事故があったんですよ。

大竹：ああ、そうそう。窯の温度が途中で

上がらなくて止まってしまって……。

後藤：あの時はもう、僕ら大竹さんに話

しかけるのすら怖かったですもん（笑）。

大竹：最悪の場合、全てのタイル絵を描

き直さなくては……ってところだったん

だけど、窯から出してみたら結局きれい

に焼けていて。

後藤：その奇跡的な体験を、当時大竹さん

は「常滑磁場」って言ってたんですよね。

ー 大竹さんにとって、常滑に「磁場」を

感じる出来事は他にもありましたか？

大竹：常滑に来た時、「やきもの散歩道

（※1）」とか何度か歩いたけど、やっぱり

歩くと地面の起伏とか、地形ってものを

感じられて。常滑のまち中にある「登窯

（※2）」という窯はここの地形だからこそ

のものだし、常滑の土地は、やきものを

作るのに適した土で、昔から「やきもの

の磁場」だったんだろうけど。でも、最初

に常滑の土がやきものに合ってるって気

づいた人って何で気づいただろう？って

想像すると面白いよね。初めてウニを食

べようと思った人とか、最初に洞窟に絵

を描いた人とか、一番最初に笑った人っ

て何を見て笑ったんだろう？とか、散歩道歩

きながらそんなことを考えていました（笑）。

誤解を恐れずに常滑の好きな点をあげれば

「ちょうどいい塩梅に寂れているところ」で

す。中途半端に今風なものを取り入れて若者

のニーズを探りつつ、すぐに“全国区”といっ

た言葉を引き合いに出す地方都市が一番つ

まらないし中途半端に感じる。「やきもの散歩

道」でリタイアした老夫婦とたまに会釈しな

がらすれ違ったり、道脇にグッとくるやきもの

が誰にも盗まれないまま放置されていたりと

か、そういったことは直接的に金銭には繋が

らないけどずっと記憶に残る。“寂れ方”の作

法といった世界があって、その大半は貧乏く

さく寂れていくのですが、常滑の寂れ方には

品があってこれは計算して生まれるものじゃ

ない。常滑は個人的には“いい塩梅”をいつも

感じます。

ー その後、『焼憶展』がINAXライブミュー

ジアムで開催されることになったのは、どう

いう経緯で？

後藤：最初、「大竹さんに弊社の新作トイレ

の審査員をしてください」ってご依頼をし

たんです。でも大竹さんは「審査員はでき

ない」というお話になって。そこから「じゃ

あ、トイレ作ろうか」っていう話に発展して

常滑に来ていただいて、そこからいろいろ

話を進めていって、「じゃあ展覧会やりま

しょう」って話になったんですよ。

ー INAX的にはまさかの嬉しい展開ですね！

後藤：そうなんですよ（笑）。

大竹：で、やっぱり展覧会をやるとなると、た

だタイルに絵を描いて並べるといった安直

な展示はやりたくなくて。だから、やきもの

でまだ誰もやったことがないようなことをや

らないと意味がないんじゃないのかなって

考えて。そういう考え方は現代美術っぽいの

かもしれない。

ー 「焼きもの」の「焼」に「記憶」の「憶」と書

いて『焼憶展』というタイトルで、まさに大竹

さんらしい、ネーミングセンスが光ったいい

タイトルだな～と思ったんですが、これはた

またまぴったりな言葉を思いついたってこ

とですか？

後藤：大竹さんが自販機の前でしばらく一人

でずっと考え込まれていた姿を思い出しま

す。すごい時間をかけて、あの時ふと『焼憶』

という言葉が出てきたんですよね。

大竹：やっぱり意識して考え始めるとなかな

か（言葉は）出ないんだけどね。でも、ふと「焼

きもの」って「記憶に焼き付けたもの」とも言

えるんじゃないかと。そこから一気に。

ー『焼憶展』に関しては、先に展示が決

まっていて、途中でタイトルが思いついたっ

ていうことでしたが、他の展示の場合は後か

らタイトルを決めた感じですか？例えば、ビ

ルの作品を多数展示した『ビル景』とか。

大竹：『ビル景』は、作品を制作していた時期

まで遡ると俺が22、23歳の時なんだけど。そ

の時は「ビルをテーマに描いたら面白いん

じゃないか」とかって全然考えてないわけで。

40年くらい経って、結構ビル描いてるな～み

たいなところから、自分の作ってきたビルを

テーマにした作品の流れが見えてきて、それ

を展示した形。

大竹伸朗

と常滑②

「焼億展』に合わせて制作された

「ニュータイル／常滑」Tシャツ（白・

黒）。￥3,850（税込）。INAXライブ

ミュージアム内ショップにて販売中。

在庫僅少。
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昭和初期ごろ最も栄えた窯業集落一

帯を指す。今も点在する煙突・窯・工

場など、時代とともに使われなくなっ

た歴史的産業遺産を巡る常滑の人気

観光スポット。

陶磁器を焼く窯の一種。山の傾斜に

沿って階段状に築き、下方からしだい

に上方へ焼きあげてゆくもの。余熱を

巧みに利用した東洋古来の窯。常滑

の「やきもの散歩」に残る「登窯」は、

1887年（明治20年）頃に築かれた窯

で1974年（昭和49年）まで使用され

ていた。日本で現存する登窯としては

最大級。
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1955年東京生まれ。美術家。熊本市現代美術館
（2019）、水戸芸術館 現代美術ギャラリー  (2019）、
Parasolunit、ロンドン（2014）、 高松市美術館
（2013）、丸亀市猪熊弦一郎現代美術館 
(2013）、アートソンジェ・センター,ソウル
（2012）、広島市現代美術館（2007）、福岡市美
術館 (2007）、東京都現代美術館（2006）など
で個展を開催。また、ヴェネチア・ビエンナー
レ（2013）、ドクメンタ（2012）、光州ビエン
ナーレ（2010）、アジア・パシフィック・トリエ
ンナーレ（20 1 8）、横浜トリエンナーレ
（2014）、瀬戸内国際芸術祭（2010、2013、
2016、2019）など国際展にも多数出展。主な
エッセイ集に 『見えない音、聞こえない絵』『ビ』
『ナニカトナニカ』 (すべて新潮社)、絵本 『ジャ
リおじさん』(福音館書店) がある。2014年芸術
選奨文部科学大臣賞受賞。2022年2月ハワイ・
トリエンナーレに参加、東京国立近代美術館
にて秋に個展開催予定。

大竹伸朗 （おおたけ・しんろう）
PROFILE

大竹：やっぱり10年くらいじゃ何やって

るかわからない、40年くらいやらない

と。いろんなタイプの作品が違った周期

でぼこぼこ出てくるんだけど、1日1日の

視点で見るとそれがよくわからない。傾

向の似た作品を分類して40年くらいの

時間の上に時系列に並べてみるとそこ

に一定の周期があることに気づくわけ。

大きな周期の流れが見えてくる。『ビル

景』はそういう経緯で生まれた展覧会

だった。

ー 作品を作ってる理由の一つに、最終

的には誰かに見せたいっていうのはある

んですか？

大竹：それはある。普段からは特に誰か

に見せるために描いてるっていう意識

はないけどね。極端な話、山の中にひと

りでこもってずっと描いてて、ずっとテ

ンション保って、それでハッピーにいら

れるか？って言われるとそこまでの精神

的な強度はないと断言できる。作品を発

表することで、全くの赤の他人からの意

見との出会いってのがあって、ボロカス

言われたり、褒められたり。それが次に

繋がっていくように思う。人に見せる目

的で作ってるわけじゃないのだけど、定

期的に吐き出したくなるといった気持

ちが近い。特にこの丸２年は鬱積して、

仕方ないよね。

ー そうなんですね。コロナの影響で？

大竹：去年（2020年）の9月にやろうとし

ていた展示が延期になってそれを今年

の10月にやるのか？といった全く先の

予定が立たない状況で。去年は海外展含

めて6カ所くらいが無くなってしまった。

今のところ、何の発表の機会もなしに、

ただただずっと作ってる毎日で。田舎住

まいだからやることがないわけよ。昼間

絵を描いて、夕方になったら散歩してみ

たいな毎日。以前は散歩してる爺さん婆

さんを見て、「散歩して何が面白れえん

だ？」と思っていたけど、気づいたら散

歩してて。つい１年前はまさか自分自身

が毎日散歩するなんて思いもしなかっ

たんだけどさ（笑）。

ー （笑）。最悪ずっとこのコロナ禍の

状況が続いていったら、モチベーション

をどこに持っていこうって感じになって

きますよね？

大竹：改めて考えれば毎日何かを作って

散策するといったローテーションほど理

想的なことはない、そんなこともコロナ

に気づかされたんじゃないかな。結局創

作の刺激は外界ではなくそれぞれ自身

の内にしかないと思うし。創作のための

刺激として何か新たな「モノ」を所有し

たいといった気持ちもあまりないしね。

ー インプットしたいものがない？

大竹：インプットしたいものがないって

ことではなく、そういうのは自然に入っ

てくるっていうかさ、インプットは意識

的にするモノじゃなくて求めなくても

「起きる」のだと思う。そもそもこっちか

らあんまり求めない。

ー 先ほどお話しいただいた 『焼憶展』

に関しても、たまたま銭湯でのタイルの

作品を作ることになって、常滑に来たこ

とがきっかけになり……という偶然が

あったと思いますが、展示へのモチベー

ションや、大竹さんの創作を突き動かす

要因の一つとして、「偶然性」が大きいよ

うに思えますね。

大竹：『焼憶展』をやろうと思った経緯に

関して言えば、後藤さんとの出会いが大

きい。後藤さんは「タイル＝命！」みたい

な人で、今どきこんな人いるんだ！って

発見に似た驚きと、あ・うんで分かり合

える共通項みたいなものを感じて。そう

いう人の周りには似たような人が何人

か必ずいて、『焼憶展』は、まさに人との

出会いが全ての始まりでした。美術とか

の世界でも、相手が美術に関わっている

人だから分かり合えるか？ってそんなこ

とはまずない。なかなか感覚的に分かり

合える人って少ない。

ー 美術は特に知識量とかを求められ

る感じはありますよね。知ってないと良

さがわからないようなことも。

大竹：本来、美術に不必要なのが知識量

だと個人的には思います。アートの歴史

や背景についての知識があることと絵

の良し悪しを感知できるってことは全く

話が違う。音楽もそうだけどね。音楽の

知識はすごいからって、いい音楽がわか

るか？とは違ってくるじゃない？まあ

「分かる」ということ自体が抽象的な表

現なんだけど、美術や音楽において「饒

舌に知識を語る人」に惑わされるな！っ

て教訓が自分にはある。

ー ちなみに、大竹さんって、アートの

領域での仲のいい作家さんとかキュ

レーターとかっているんですか？

大竹：いない、皆無。

ー （笑）。

大竹：編集者とかミュージシャンとか

バーテンとか、近所の鉄工所のお兄ちゃ

んとか、そういう人で仲が良い人はいる

んだけどね。東京にいた時は、いろんな

パーティーとかで他の作家や学芸員、

キュレーターたちとも会ってしまうけど

さ。宇和島に引っ越してから、オープニン

グ呼んでもどうせ来ないだろって多分思

われてるのか、もう招待状もあまり送ら

れてこない（笑）。それくらいの距離感が

ちょうどいいんだよ。自分のことを振り

返ると、パーティーでの出会いはその後

ほぼ大したことに発展しなかったって思

いは強い。

ー （笑）。

大竹：自分で“芸術家”だとか思ったとこ

ろでさ、そんなこと思い込みでしかない。

漫画家の赤塚不二夫さんじゃないけど自

分のことは“最低の奴”だってあえて自覚

している方が健全だと思うね、喧嘩にも

ならないし。結局“アーティスト”だって

プライド持つのとかも時には大事だろう

けど、何事も時の流れによって淘汰され

ていく。100年もつかどうかっていうさ。

100年もつものが果たして良い芸術なの

かどうか？っていうのは別として。言える

のはアートの良し悪しって、とりあえず

100年ぐらい経たないとわからないし語

れない。生きてるうちに評価するなんて、

わからないんだよね、生々しすぎて。自分

はどうなっていくのかな？わからないま

ま終わるんだなぁとは思うけどね。ス

テップアップっていうのともまたちょっ

と違うのかもしれないけど、もっと違うも

のができるんじゃないか？そういったこ

とはいつも思っている、思うというよりは

無意識的な希望のようなことかもしれな

いけど。なかなか思い通りにはいかない

から、時間の経過もあるし、だんだん体力

もなくなっていくし。それは誰しもが逃

れようのないことだから作れるうちに

もっといろいろ作っていきたいと思う。

大竹伸朗の
ニューノーマル
ーコロナ禍で見えてきたこと

ノ
ー
マ
ル

インタビュー全文は

にて掲載

ニ
ュ
ー

S
P

E
C

IA
L

 I
N

T
E

R
V

IE
W
：

S
H

IN
R

O
 O

H
T

A
K

E

F
E

A
T

U
R

E
：

T
H

E
  W

O
N

D
E

R
 O

F
 T

O
K

O
N

A
M

E

す
で
に

そ
こ
に
あ
る

磁
場
、
常
滑
。

SIDE : C05 06



SIDE : C07 W

H Y  TO KO NAME?

　「無印良品」のデザイナーだった高橋孝治

さんと常滑の関係が生まれたのは、グッドデ

ザイン賞を受賞した茶器シリーズ構想時、常

滑焼の窯元「山源陶苑」現社長・鯉江優次さ

んを訪ねたことがきっかけ。常滑に移住し、常

滑のさまざまなつくり手や急須専門問屋「丸

よ小泉商店」とともに、時代に合ったプロジェ

クトを行い、産地の可能性を提案してきた。

　移住して4年間は、常滑市や日本遺産六古

窯のディレクターとして、人や産地に出会

い、やきものを思索。そこで、その土地にある

素材や技術、歴史を踏まえたものづくりが生

き生きと続いていたことに感銘を受けた。

「作家が自ら掘った原土を陶土に仕立てて

いくのを目の当たりにし、ものづくりの始ま

りを感じました。常滑には歴史の痕跡や息吹

がちゃんと残っていて、それらを実際に見聞

きし、何度も触れることができる。産地の価

値ですね」と高橋さん。

　近年では、福祉という新たなフィールドで

の仕事も。障がい者就労支援施設「ワークセ

ンターかじま」の利用者とともに行う、やき

もののまちを起点にした創造的なものづく

りや、施設の改修計画を地域のさまざまな人

たちと進行中だそう。「常滑に来る前から関

心のあった福祉と、やきものに関わる仕事

が、自分の働くまちで垣根なくつながってき

ていることがうれしいです。常滑に7年暮ら

してよりわかってきたこの地域の愛しい文

化が次世代まで繋げられるように、土台を整

える役目も担っていきたいですね」。

　大澤哲哉さんは物体としての格好良さを

追求したミニマムな美学が宿る器、増田光さ

んはカラフルでユーモラスな生き物たちの

器やオブジェという、まったく異なる作風の

陶芸作家夫婦は、どちらも注目を集めて多く

のファンを持つ。出身地の異なる二人は、日

本を代表する陶芸家の吉川正道さん・千香

子さん夫婦にそれぞれ師事するために、常滑

へ来て出会った。「大学でやきものを学びま

したが、アシスタントとして密着する中で、

陶芸家の生活に自然と馴染んですごく良

かったです」と増田さん。大澤さんは「吉川さ

んたちが年齢を重ねられた今でも国内外で

バリバリ活動されているので、『自分ももっ

と頑張ろう』という気持ちになります」と話

す。常滑に根付くやきものコミュニティは、

近くにいる陶芸家の存在が心強く、地域から

も受け入れられている。

　子どもと一緒に三人家族で暮らすのは、築

100年の古民家。大澤さんの作陶工房の窓に

は、常滑焼の土管が一面に埋め込まれた景

色が広がり、圧巻のパワーを受ける。「常滑に

は陶製のお墓もあり、やきものに関わってき

た誰かの痕跡をあちこちで感じられます。先

人たちがいて、今ここにいることを考えると

感慨深く、自分ひとりでやっているみたいな

風に思い上がってはいけないなと。ここにし

かないものに意識的に影響を受けながら、こ

れから僕も、土管の上に積み重ねられる何か

を残していきたいですね」。大澤さんの思い

ものせて、やきもの文化が育まれていく。

鎌倉時代に丘陵斜面をトンネル状に掘り抜いて
構築されたといわれる巨大な窯跡「籠池古窯」
は、焼き物のルーツを辿ることができる、六古窯の
中でも迫力のあるスポット。「毎日の通勤路沿い
にあって、この地域の歴史を感じさせてくれる感
慨深い場所のひとつです」。

『籠池古窯』　愛知県常滑市久米籠池４５－２２
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PROFILE
大澤哲哉（おおざわ・てつや）岐阜
県多治見生まれ。名古屋芸術大学
美術学部造形科を卒業後、吉川正
道氏に師事。2015年から常滑で
作陶。国内外で展覧会を行い、
2022年初夏に北京のギャラリーで
開催予定。

増田光（ますだ・ひかり）神奈川県横
浜生まれ。武蔵野美術大学工芸工
業デザイン学科で陶芸を学んだ後、
2008年に常滑に移住し、吉川千
香子氏に師事。2012年独立。
2021年末には常滑で初の個展も。

❶住まいはさまざまな作家が住
み続けて、現在は5～6代目。暮
らしやすくなるように、DIYの工
夫を凝らした人の手がそこかしこ
に感じられる。
❷家主である大家さんのお父様
は昭和初期、牛を飼い運送業を
生業としていたのだそう。牛舎と
して使われていた広い土間を、
作品のストックスペースに活用。
❸大澤さんの作品は古道具の
ような風合いを目指し、成形した
ベースの土に化粧土を重ね、や
すりで磨くことで、独特な質感や
表情を生み出す。
❹「日本は、やきものの器作家に
とって恵まれた環境。使ってもら
う人の要望を受けながら、より良
い道具となるものを作りたい」と
語る大澤さんの作業場。
❺固定観念に捉われない、自由
な世界観が人気の増田さんの
アトリエ。
❻友人やギャラリー関係者のゲ
ストが遠方からも訪問。家に入る
と、増田さん作の生き物たちが
迎えてくれて思わずほっこり。

❶高橋さんの常滑案内は、名鉄常
滑駅前の「スプリングサニーホテル」
屋上（宿泊者は利用可）から、まち
全体を俯瞰してもらうのが出発点。
❷さまざまな土地で採れた土の焼
成見本は、含まれる成分がそれぞ
れ異なり、色もテクスチャーも個
性豊か。
❸2021年に「INAXライブミュージ
アム」で、「陶土染め体験」ワーク
ショップを開催。陶土バッグは、土
の素朴な温かみが感じられる。
❹事務所の棚に並ぶのは、自作の
プロダクトや地元作家のやきもの、
古道具など。向かいの小屋を新た
な展示販売スペースにする計画も。

PROFILE
高橋孝治（たかはし・こうじ）株式会社「良品計画」の生活雑
貨部企画デザイン室を経て、2015年に常滑に移住し、企業
や団体とプロジェクトを多数行う。2016-2018年常滑市陶
業陶芸振興事業推進コーディネーター。2017-2019年 六
古窯日本遺産活用協議会クリエイティブディレクター。
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看板代わりに使われている特大の壺。「自分
ではなかなか作れないサイズの壺と、その周り
が枯山水みたいに囲まれ、このまちだからこそ
できる現代アートだなと思います。陶芸家の友
人が遊びに来ると連れて行き、記念撮影する
のが定番です」。（大澤）

『喫茶 壺』 愛知県常滑市樽水町１丁目101

素材や地域の文脈を大切に。

産地で学んだ

ものづくりの観点。

高橋 孝治

巻頭インタビューで、「常滑には特有の“磁場”がある」と語って

くれた大竹伸朗さん。その言葉通り、常滑の地には個性豊かな

人々が集まってきているよう。地域文化を耕すデザイナー、

全国的にも人気の若手陶芸作家夫婦、サツマイモ農家兼木工職

人、新たなコミュニティを形成するカフェオーナー……

気になって仕方がない4組に、常滑に来た理由と、今考えて

いることを伺いました。

デザイナー

ゆるやかに、脈々と。

やきもの文化と思いが生きる。

大澤哲哉・増田光
若手陶芸作家
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取材・文：村瀬実希（P7-8）　撮影：小坂奎介（P7）、藤谷有紀（P8）
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　「知多半島の空気感に惚れました」。飛騨

高山や長野、横浜、京都に暮らして土地ごと

の魅力に触れた家具職人の谷本和也さん

が独立し、常滑に居を構えたのは9年前。

「とある半島にあるお店」という意味合いを

持つ「TOALHANT」と、無農薬・無化学肥料

栽培のさつまいもで焼き芋やおやつを作る

「風と土」を並行するユニークな生活スタイ

ルで、どちらの屋号にも知多半島への畏敬

の念が込められている。

　「TOALHANT」の前身は知多半島の物産

や自作の木製品を扱うショップで、現在は、

暮らしている人の日常に馴染むオーダー家

具を製作。「常滑は昔からものづくりが根付

いていて、まち自体がそれに寛容です。遅く

まで作業をしていると、『頑張ってるね』と

声をかけられる温かさがありますね」。

　「風と土」のさつまいも作りは、自然農の

土が育ててくれるのを谷本さんがサポート

する気持ちで、1年かけてじっくり向き合

う。「夏場は暑くなる時間を避けて明け方

から畑仕事をしていると、朝焼けに包まれ

て。日中は木工の仕事をして、また畑へ。夕

日がどんどん広がる写真では収まらない

景色を見て、あぁいいところだなと感じま

す」。家庭菜園のような小さな畑から始ま

り、近隣農家や地域との信頼関係を地道に

築き、今では耕作放棄地を含めた一町歩

（9900㎡）ほどに広がった。「ものを売るだ

けではなく、道中のストーリーや時間・思い

出も提供したい」と、今シーズンは収穫体

験も準備中。

 「コロナ禍の影響もあり、自分の居場所につ

いて改めて考えさせられた」と話すのは、東

京を拠点に各地を転々とする働き方をしてき

たWEBデザイナーの奥原千純さん。2021年1

月に一念発起し、コワーキングスペース兼カ

フェを作るために古民家探しを開始。以前一

度訪れたことのあった常滑に惹かれ、たまた

ま立ち寄った団子屋で、築80年の古民家を紹

介してもらえることに。DIYで工事を進める

ことにした奥原さんはSNSで改装する仲間

を募集。すると、知人や友人だけでなく、奥原

さんの思いに反応した同志たちが全国から

駆けつけた。さらに、近隣住民の方々も気に

かけてくれ、中には手伝いに来てくれる方も。

「常滑の人たちがすごく温かかったので、ここ

でやっていけるなと思えた」と奥原さん。

　DIY工事を続けていく中で大変な思いも

多くしたが、「最も驚いたのは発生したゴミ

の量。何往復も軽トラで運んだ」という。この

経験から、珈琲豆のカスを肥料として地元農

家さんに引き取ってもらうよう働きかけた

り、当初予定していたメニューもゴミが出な

い内容に変更するなど、奥原さん自身も新し

い価値が芽生え、変化していった。「地球も、

人も、物も循環していくんだという気付きが

あって、店名は『まわるカフェ』にしようと決

めました」。多くの仲間や地域の人々ととも

に奥原さんが作り上げたこのスペースが、訪

れた人々の居場所になり、常滑に新しい刺激

と価値感を育んでいくのではないだろうか。

❶家具はすべてもらい物で構成。照明のシェードはコーヒーのフィルターを再利用。
❷2Fの壁面棚は隠し扉になっており、奥に宿泊用スペースを準備中。
❸2Fワークスペース。取材当日もフリーランスの仲間たちが集まっていた。
❹「最初は電気も水道も使えなくて、作業中にみんなで庭で焚き火をしたことも良い
　思い出です」と奥原さん。
❺場を作っていく過程も大切なコンテンツ。工事の様子はインスタグラムで公開中。

「毎朝海岸まで歩いていて、通りから続く階段
を上がった瞬間に視界が広がり、伊勢湾まで
見渡せる景色は最高です。秋から春には沖の
方で海苔の養殖が行われ、季節を感じられる
のもいいですね」。セントレアから離陸した飛
行機や、夕日の絶景が見られることでも有名。

MY FAVORITE
TOKONAME

『多屋海岸』 
愛知県常滑市末広町１丁目７７

❶家具作りで大切にしていること
は、「お客様のイメージをくみ取り、
納品時に感動していただける家
具づくりを心掛けています」。
❷取材時は、半田市にあるクリ
ニックのカウンターテーブルに着
手。各地の店舗家具を中心に、
陶芸家に依頼されたやきもの型を
作ることも。
❸「自分の活動で知多半島や常
滑にフォーカスしてもらえれば」と、
自身で育てた芋を使った「風と土」
の商品は、お土産としても人気。

PROFILE
谷本和也（たにもと・かずや）飛騨高
山で木工を学び、各地の家具屋で
約10年間経験を積む。2013年に
常滑に移住し、「TOALHANT」を
設立。体調を崩した療養期に、人の
縁で特許製法の焼き芋器と健康食
のさつまいもを知り、2016年に「風
と土」を立ち上げ、無農薬のさつま
いも栽培を開始。

知多半島の自然を愛する、

半農半工の心地のいい暮らし。

谷本和也
サツマイモ農家兼木工職人

盆栽鉢製陶所の倉庫をリノベーションした常
滑の人気カフェ。「物件探しを始めた頃から
ずっと気にかけてくださり、お世話になっている
場所。オーナーさんを通して、自然と人との繋が
りが生まれていく素敵な場所だと思います」。

MY FAVORITE
TOKONAME

『Ca f e  T SUNEZUNE  常々』 
愛知県常滑市栄町７丁目１６４

取材・文：村瀬実希（P9）、武部敬俊（P10）　撮影：藤谷有紀（P9）、小坂奎介（P10）
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共に考え、育み、転がり続ける、

みんなの居場所。

奥原 千純
imawo /まわるカフェ
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なぜ、
常滑に？

なぜ、
常滑に？

PROFILE
奥原千純（おくはら・ちずみ）長野県出身。ウェブサ
イトの制作と講師の仕事をしながらさまざまな土地
を転々としてきた。常滑の古民家をDIYスタイルで
改装するプロジェクト「imawo」を始動。コワーキ
ングスペース兼カフェ「まわるカフェ」として、2022
年5月にオープン予定。（住所：常滑市栄町2-87）

1

2

3

4

5

1

3

2



通 な ミ ュ
ー ジ ア ム 通 信 I N A X   M U S E U M S   J O U R N A L

NEWS  and  TOPICS
STAFF

COLUMN

国内最大規模の国際芸術祭の一つ、「あいち2022」が「STILL ALIVE 今、を生

き抜くアートのちから」をテーマに、2022年7月30日～10月10日の73日間

にわたって開催されます。国内外から多数のアーティストが参加し、最先

端の芸術を「あいち」から発信するというものです。地場産業や伝統工芸の

歴史が感じられる場所ということで、今回の会場には愛知芸術文化セン

ターのほか、一宮市、常滑市、有松地区（名古屋市）が選ばれました。

平安時代から続くやきものの産地、常滑市に新しい風が吹きそうです。

INAXライブミュージアムも市内の会場のひとつに予定されています。アー

ティストたちの作品をとおしてミュージアムの、また街の魅力を再発見で

きる機会にもなります。新たな価値観をもたらしてくれるこの芸術祭を、

一緒に盛り上げていきます。どうぞお楽しみに。

新しい日常へと変化が加速する昨今。INAXライブミュージアムにとっても、2021年は様々な変化を経験した年となりました。当

たり前に思っていたことをゼロから考えなおす。自分たちを見つめなおす中で思いを強くしたのは、人と人、人とモノ、人とコトを

つなぐ存在でありたいということです。本誌の発刊にあたり、古くからライブミュージアムとつながっていてくださる多くの方々

に惜しみないご協力をいただきました。紙面の編集においては、LIVERARYさんとのつながりができ、彼らを通してまた新たなつ

ながりが生まれました。ご助力いただいたみなさまに心より感謝申し上げます。

本誌タイトルの元になったキーメッセージ「LIVING CULTURE」は、私たちが大切に考える心豊かな暮らしと、そこに生まれる文化

を表すと同時に、太古の時代から現在、そして未来へとつながり、つづいてゆく人の豊かな営みをも意味しています。本誌が当館

の分身となって、読者のみなさまに素敵なつながりをお届けできれば幸いです。

建材としてのやきものが、1922年の平和記念東京博覧会において、

「タイル」という名称に統一されました。業界としての画期的な出来事

から100年。本展では、美と用を兼ね備えた「タイル」が、人々の生活や

都市空間の変化に合わせて発展してきた歴史を時代背景と共に、実物

資料を豊富に交えながら振り返ります。タイルの魅力に改めて気づ

き、またこれからのタイルを考えるきっかけにします。

同展は、当館、多治見市モザイクタイルミュージアム、江戸東京たても

の園の3館共同企画によるもので、当館を皮切りに会場ごとに異なる

展示構成で巡回する予定です。

タイル名称統一100周年記念 巡回企画展

「 日本のタイル100年 －－ 美と用のあゆみ 」  Japanese “Tile”: A Century of Beauty and Utility
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INAXライブミュージアムスタッフがオススメしたい常滑スポット、
館内の通な楽しみ方をご紹介。

会 期 ： 2022年4月9日（土）～ 8月30日（火）
会 場 ： INAXライブミュージアム 「土・どろんこ館」企画展示室

INAXライブミュージアム  館長
尾之内 明美 

INAXライブミュージアムで開催される企画展やイベント、
今後の予定などをお知らせします。

N
E

W
S 

20
22

T
O

PI
C

S 
20

22

INAXライブミュージアムには、来館者の方が自由に閲覧できる書

籍コーナーが３か所にあります。まず「世界のタイル博物館」では、

国内外のタイル名所を紹介するビジュアル本の他、建築や装飾、や

きものを含めた「タイル」関連書籍を配架しています。常設展を堪能

したあとに、写真豊富な書籍をとおして世界のタイルや建築に思い

を馳せるのも楽しいひと時です。

次に「土・どろんこ館」ロフトに百土箱の部屋があり、そこで書籍を

閲覧することができます。自然科学、左官などの職人技、絵本で学

ぶ土のおはなしなど、土や泥にまつわるラインナップを取り揃え、

親子で楽しんでいただけます。３つめは建屋の小屋組が美しい「窯

のある広場・資料館」の書籍コーナーです。2021年に新設され、現

在は、LIXIL出版の既刊本から選ばれた建築やデザイン系の書籍を

中心に配架しています。その他、常滑の歴史や産業に関する冊子な

どもご覧いただけます。今後は、建築分野を柱に充実させていく予

定です。

一日たっぷりとライブミュージアムで時間を過ごしていただくため

に、それぞれの館のテーマに沿った書籍も見どころの一つとして、

一息つける書籍コーナーにもぜひお立ち寄りください。

「窯のある広場・資料館」
の書籍コーナー

「土・どろんこ館」2階ロフトの
百土箱の部屋

「世界のタイル博物館」
2階の書籍コーナー
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2022年3月10日発行
発行人：尾之内明美
発行所：INAXライブミュージアム

編 集・ディレクション ： 武部敬俊（LIVERARY）
デザイン ： eieio

INAXライブミュージアム
〒479-8586 愛知県常滑市奥栄町1-130
TEL．0569-34-8282 　FAX．0569-34-8283
https://livingculture.lixil.com/ilm/

取材・文 ： 村瀬実希（MAISONETTE Inc.）、藤谷有紀、武部敬俊
撮 影 ： 対馬一宏（TONE TONE）、小坂奎介、藤谷有紀
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国際芸術祭「あいち2022」が
常滑市にやってきます！

INAXライブミュージアム企画展のお知らせ

LIVING & CULTURE MAGAZINE BY INAX MUSEUMS  2022  ISSUE  #1
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撮影：梶原敏英

カフェ ＆ ギャラリー 麦

1.仲睦まじい永井さん（左）と片桐さん（右） 2.ギャラリースペースには片桐さんのコレクション
である唐津焼のやきものが展示・販売されています。  3.自家焙煎のコーヒーと苺のカスタード
パイ（デザートは週末のみ）。セットで税込み800円。食器はすべて作家ものです。

1 2 3

長い東京生活を後に、2020年11月から常滑にある当館

に異動となりました。9月に新居を探しにここを訪れ、

偶然立ち寄ったのが麦（ばく）さんです。目的地は狭い急

勾配の坂を登り切った高台にありました。たどり着くや

否や、視界に絶景が飛び込んできました。眼下に見える

街並み、その先に広がる青い海と空。それにただ高揚

するばかり。飛行機が向かう先にはセントレアも。この

カフェは、そんな眺望を独り占めしていました。オーナー

の片桐光明さんとパートナーの永井良子さんもこの景色

に惚れ込んで8年前、ここに自宅を兼ねたカフェ＆ギャ

ラリーを開いたそうです。気さくなお二人には、すぐに

親類のように親しみを覚えました。そう、だから、私はこの

日、この街に愛着が湧く予感を強く感じたのです。

常滑は知多半島の西側にあるので、伊勢湾に沈む夕日を

眺めることができます。少し早めに行って、ご自慢のコー

ヒーと手作りケーキに舌鼓を打ちながら、日没後のピン

クに染まる空を待つ至福の時。私にとって常滑の大切な

場所となっています。

住　　所 ｜ 愛知県常滑市樽水町3丁目138－1
電　　話 ｜ 0569-77-2307
営業時間 ｜ 月～水 11：00～17：00、
                 土・日 10：00～17：00（定休日：木・金）

information

「あ、私は常滑が好きになる！」と
思わせてくれた、絶景カフェ。

ツナグ、ツナガル、ミュージアム

カフェからみた伊勢湾の眺望
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カフェ ＆ ギャラリー 麦

1.仲睦まじい永井さん（左）と片桐さん（右） 2.ギャラリースペースには片桐さんのコレクション
である唐津焼のやきものが展示・販売されています。  3.自家焙煎のコーヒーと苺のカスタード
パイ（デザートは週末のみ）。セットで税込み800円。食器はすべて作家ものです。
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長い東京生活を後に、2020年11月から常滑にある当館

に異動となりました。9月に新居を探しにここを訪れ、

偶然立ち寄ったのが麦（ばく）さんです。目的地は狭い急

勾配の坂を登り切った高台にありました。たどり着くや

否や、視界に絶景が飛び込んできました。眼下に見える

街並み、その先に広がる青い海と空。それにただ高揚

するばかり。飛行機が向かう先にはセントレアも。この

カフェは、そんな眺望を独り占めしていました。オーナー

の片桐光明さんとパートナーの永井良子さんもこの景色

に惚れ込んで8年前、ここに自宅を兼ねたカフェ＆ギャ

ラリーを開いたそうです。気さくなお二人には、すぐに

親類のように親しみを覚えました。そう、だから、私はこの

日、この街に愛着が湧く予感を強く感じたのです。

常滑は知多半島の西側にあるので、伊勢湾に沈む夕日を

眺めることができます。少し早めに行って、ご自慢のコー

ヒーと手作りケーキに舌鼓を打ちながら、日没後のピン

クに染まる空を待つ至福の時。私にとって常滑の大切な

場所となっています。

住　　所 ｜ 愛知県常滑市樽水町3丁目138－1
電　　話 ｜ 0569-77-2307
営業時間 ｜ 月～水 11：00～17：00、
                 土・日 10：00～17：00（定休日：木・金）

information

「あ、私は常滑が好きになる！」と
思わせてくれた、絶景カフェ。

カフェからみた伊勢湾の眺望

Director’s Message

SIDE : C11 12

 関連書籍

日本のタイル100年
－－ 美と用のあゆみ

B5版／全頁カラー／72頁
税込1，650円

〈 4月中旬発刊予定 〉
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